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教育長益倉辰次郎

本市の市域には 100カ所を越える埋蔵文化財包蔵地が存在し，その大部分が東

地区の生駒山ろくに集中しています。

市域の発展に伴う開発事業によって，これらの包蔵地が失われ，またこれまて

未確認てあった包蔵地が新たに発見される場合も少なくありません。

本市ては，これら埋蔵文化財包蔵地の保存についてとくに留意し，現状調壺，

工事の事前チェック，範囲確認調査等を逐年進めています。

この岩滝山遺跡は，大阪府が府民の森関連事業として着手された「こうぎリ自

動車道」の敷設によって発見されたものて，記録保存に止まったとはいえ，関係

各位のご理解によって発掘調壺を実施することがてきましたことは幸てあったと

いわなければなりません。

この調査概報を刊行するに当たリ，調壺および整理作業，原稿作成に従事して

下さった調査員ならびに学生諸君のご労苦と，関係各位のご協力に対し記して感

謝の意を表します。

例 言

1 この冊子は府民の森関連事業として，昭和44年度より着工された「こうぎり自動車

道」の敷設工事に伴って発見された弥生時代遺跡の発掘調査概報である。

2 調査は，東大阪市教育委員会嘱託藤井直正（現主幹）が，大阪府の委託を受けて実

施し，藤井直正を担当者に，原田 修君を調査員に委嘱し，市文化財専門委員荻田昭

次氏の協力を得た。また調査補助員として，大阪商業大学考古学研究会および神戸山

手女子短期大学歴史研究会，大手前女子大学文化研究会ほか多数の学生諸君の参加・

協力を得た。

3 本遺跡より出土した遺物の整理作業は，荻田昭次氏の指導のものに，大阪商業大学

考古学研究会所属の学生諸君が従事した。なお，遣構・遺物の実測は，北野保•佐

藤正則の両君が当たり， トレースは下村和子・北野 保両君の手に成る。
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I はしがき

生駒山系の緑地保令をはかり，介わせて）/'.f民に憩の場を提供することを目的とする「）付民の

森」の造成は，府政i『年，記念罪業として計圃され， 11{-l和42年度から 9カ年にわたる祁業がすで

に着手されている。この「府民の森」は，［じ駒山系を枚）'iiiiから柏l恥Iiまでの約 60kmをむ

すぶ「I転III道と，そのII月に点在する大小の苑地から成るもので， I'!然環境の整価を積極的に推

迎するための計両である。

これに付随して， 11/-l和44年・度からは，東大阪市I・八万訂：町を起点とし，上四条・客坊・九条
くらがり

出山)I:,東既油各町の山腹を縫って賠峠を経て，「/(祈氏の森」の一つ ‘‘なるかわ林苑”に喰る

「こうぎり 1・1fJJ q,: 道」の間設T.'ドが着エされた。この111ろく一恐は，罪蔵文化財包蔵地の密集

地域であるため， これらの保仔につ t ヽては，かねてから府 ~11I心に疫咀していたところである。

また「事の辿行に伴って， これまで木発見• 未雁忍であった包蔵地が発見されることも予想さ

れるため，閃係機艮lと連槻して:T.・J「:,tr『後も必吸な措置をとり得るよう十分な注怠をもっての

ぞむこととした。とくに先年，この目動巾道の起点のすぐ西側の土地に工場一棟が建設された

際，多数の屋瓦）『や111111:の土堺・陶沿の破片が/!¥土し，地名としてのこっている六万寺の追構

と苔えられる建築追構を検出したことから，今!iiiのI『ドでもその発見を予想していた。

11/i和44年後半に令り， I'! 動,p:道起,,.':i,から北へ約 400m 行った丁事坦場で土閤が出土してい

る旨の報に接した。 n打ちに東大阪市教育委員会から f~;iLU 修打が現地に行ったところ，六万むi'

IIIJ 1丁目 837-4帯地で，プルドーザーによって削られた路而」：．に黒色土罰があらわれ，弥生

式上附• 須也凜怜の破｝『が散布し，東側の断而に竪穴式住｝因跡の一部と考えられる落ち込みのあ

ることを確認して米た。

このため府農林部水産林務課に，視状と調代の必要を説明し，大阪府の協力のもとに， IIH『'ii

45年 1月16Flより 2月 2日までの18日l閉にわたって緊怠発掘謁社を実施した。 これがA地点

で，弥生時代後期の竪穴住屈跡と，占瑣時代の溝．状追構を検LL',することができた。

このA地点の調牡開始後，ここから北へ谷を越えた六万―炉町 1丁目1951-6番地でも，同様

な黒色土）屈面が露出し，弥it:式土堺片の散布がみとめられたため， A地点の調査完了をまって

調'.ftを行なった。ここでも竪穴式住屈跡を検出し，弥~t式土堺・砥石等が出土した。

この発見と謁任によって，付近ー恐に弥~I:.時代後期から古瑣II炸代の追跡の存在を確認するこ

とができたが，とくに弥!J.:時代後期のI怪穴住屈跡は，本市域でははじめての発見であり，この

遣跡が椋高 80m の地点に立地している点，高地性集落の一例と考えられる」:においても璽要

である。ここからすぐ上手の往仕：院境内で，昭和13年に弥生時代後期の鉢型土器が出土してお

り，またll{i和31年にも付近から弥生後期の土附が破片であったが出土している。従ってこれら

の地点をふくむ斜面の一閤に弥生時代後期の集落追跡が存在していることを知ることができた
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ことは大きな収穫であった。この追跡の名称は，岩滝山のふもとに存在していることから

流山追跡」と呼ぶことにしたい。

この調査は，大阪府の委嘱を受けて河内考古学研究会が調査・，記録作成に当たったもので，

藤井屈訂EC当時東大阪市教育委員会嘱託）が担刈者となり， u;i田 修打を謁査員として作業に当た

った。また大阪商業大学考古学研究会，神戸山手女子短期大学H唇史研究会，大手前女f大学文

化研究会所属の学L¥:_諸l¥"の協力を得たほか，島/JI義明・大和野三両料の援助を受けた。さらに

出土追物の整狸作業は，東大阪市文化財専門委員荻田昭次氏の協力を得て，大阪商業大学考古

学研究会の北野 保• 佐籐正則• 山下純一郎・籐定一久の諸汀によって行•なった。なお本報告·

,Wの執筆分担は下記の通りである。

I はしがき ii泰）¥: n'C ii・: 

II ; 直跡；(!) f立i悦 JI慕 ） ¥: n'C ii~ 

III 追跡の状態

n「出土追物

V まとめ
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以上の乱加行に刈たり，視場の←―l『l叶!/:I係者ほか多数のJi々 のおLU:話になった。心して感謝の怠

を表する。
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]I 遺跡の位置

なるかわ

~t駒山地の主糸生駒山から，嗚川の揆谷を距てた南側に，岩流山とよばれる一客がある。西
1) 

側の斜面は比絞的急峻であるが，山腹から山ろくにかけて何本かの尼根が西）jに向かって延び

ている。今[fll発見した岩沌山追跡は，その尼根0)一つ，椋翡約 80m前後をはかる地、1ばに立地

している（図版1参照）。

この岩滝山のふもとには，平安時代のi11ごろ，長it和1ミ1j1 (AD 1, 037-'40)に浄土恰仰の道場

として創建され，岩流山の名を山号にもつ古刹往~I:.院が所在．している。 A地点はこの往生院の
2) 

すぐ下に ~11i たり，また B地点はA地点から谷一つを距てた北側に位．置している。 A地点と B地

点とのI閉尉は，附線距離：にして約 200m をはかる。

東大阪市の東怜i部を占めるこの地域，すなわちI¥翡川谷によって形成された扇状地と山ろくの

一叫は，古代追跡の密集地恐であり，各II、『代の追跡が随所に存在している（第1図）。

これらの追跡をII、『代の古いものから列出すると，まず本追跡の東北）j約 lOOmの地点から，

縄文Ill}代草創期のものと苔えられるイ］舌尖頭閤が発見されており，この山ろくの地恐が辿<1 
3) 

万年前ごろから人びとのIJ:.活のはじまっていたことを物晶っている。またここから西南）j約 1

kmの地、点には， 最近の発掘謁任によって縄文時代後・晩期の集落であることが明らかになっ

て来た横小路町の馬場川追跡があり，さらに匹i怜j)j約 1.2kmには，縄文時代から占瑣時代に
4) 

つづく集落の追跡と杓えられる縄手追跡がある。この両追跡は，ともに椋高 15-18mのとこ
5) 

ろに立地している。岩流什l追跡のほか，弥仕．．時代から占JJ'f時代の集落と考えられる追跡は，縄

手追跡をはじめ肛、々と分布が見られ，弥~UI\代）り至占梢時代の村落の形成と変貌の過祝をホし

ていることは興味が深い。岩旅山追跡の所在する地，点をふくむ山ろくの一恐は，後期占瑣の群

集地恐であった。早くから水IIIとしてI}卜l拓され，また戦後の間墾によって，今日では1罪集瑣と

しての形態はまったくとどめていない。 わずかに本追跡B地点から北へ約 200m のところに

存在する高塚古瑣， 北西 150mのところにある二本松古lJ'¥などはそのなごりであり，瑣丘・
7) 6) 

石室ともに完存するものとして貫重である。

l)岩滝山の名称は，古代から中Ill:にかけて生駒山に山岳信仰がひろまり，修験道の道場または滝行場が
つくられたことによるものであろう。現在も山頂近くに岩場らしい遺構がのこっている。

2)創建時の往生院は，現在の寺の位置よりも東方の山中にあり，西而する金堂跡（府指定史跡）をのこ

している。現在の往生院は江戸時代のはじめに再建されたものである。

3)天台宗宝租寺がつくられた際に出土したもので， 同寺に所蔵されている（『枚岡市史』第1巻本編）

4)東大阪市横小路町3-4丁目に所在する縄文時代後・晩期の集落迎跡である。東大阪市教育委員会

『馬場川追跡I』『馬場川追跡II』，藤井直正「馬場川辿跡の調査」月刊文化財第82号所収等参照）。
5)東大阪市南四条町・,縄手中学校・縄手小学校敷地全体にひろがる集落追跡である。昭和44,45年度の

発掘調査によって縄文時代後期の迪構が検出され，多数の縄文式土器• 石器等が出土している。
6)東大阪市六]j寺町1丁目に所在し，横穴式石室を主体構造とする後期の方墳である（『枚岡市史』第3
巻史料編（一）参照）。

7)東大阪市六万寺町 1丁目に所在する円墳である。府立老人ホーム長生園の敷地内に保存されている。
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I[ 遺跡の状態

1 A地点の追構

A地点においては，謁査に先＿立つ道路新設:T事において，プルドーザーによって削り収られ

た道路血上に黒色土I晋が涵出し，掘削によってできた道路東側の断面に竪穴住居跡の掘り形と

杓えられる落ち込みが確忍された。また道路訓上に検出された黒色土層1/1には，弥生式土器・

須慮堺の破片が散在していることによって住届跡の存在が予想された。

発掘調査．によって，記録することのできたA地点の）晋位は第 3図の通りである。

第 1屈は視在の表土I曽であり，この上I曽の上1fliにおける椋高は 76m をはかる。全体として

黒褐色土屈であり，部分的に殴異は忍められるが， Jばさは平,JtJして約 40cmである。

第2/晋は貨黒色土I晋であり，極めて細かい砂利を全体的に包含しており，追跡全体に堆砧し

ている。しかし竪穴住屈跡より怜jへ約1.2111の部分において黒色土I晋（遺物包含層）によって一

淵5分は切断されていることが忍められる。この土附i巾，その上1/Jiにおいて瓦鼎の灯明皿，大形

既咽土料，土釜等の破片が出土したことから，この貨黒色土附は歴史II炸代の追物包合）晋と考え

られる。追構の仔在は忍められなかったが，この斜訓―,:J}に存在しているものと衿えられ，六

万妍跡I臭l係の追物と推定される。

第3I晋は黒色の追物包合I晋である。この第 3屈より出土する追物はほとんど畿内第 5様式の

弥生式土堺片であるが，店「古瑣II炸代後期の須息堺の破片も検出された。この黒色土屈は，低

湿地追跡に見られるような粘着力の強い粘土I晋ではなく， きめの細かい砂利を含む土尼iであ

る。またこの第 3屈は，単に住屈跡内に堆積しているだけでなく，住屈跡以州においても部分

的にではあるがその存在が忍められる。

第4屈は貨色砂利刑であり，地山と杓えられる。この第 4罰はかなり）＜粒の砂利を全体的に

合んでいる。

第 1号住居跡

視場における観察と， ,il'.録にとどめた尖測図によって検，，寸を加えた場合，この竪穴仕屈跡の

第3図 A地点土層断面図

゜
2m 
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掘り形は第 2J図すなわ の下血にあり， 第4I晋の黄色砂利屈（地山）まで掘られて

いることがわかる。

調査当IIサの現表土下約 1.5 m に床訓をもち，床面においてはオ左干の凹凸があり，平坦に整

地された形跡は認められない。ただ住居跡内部の南壁に接した部分においてだけ，床1(riの黄色

砂利屈すなわち地山とほとんど）店異を認めることのできない黄色土I晋が掘り形の）~]より床 Wiの

上部に亘って堆柏していた。

この竪穴住屈跡の仝[(ii発掘は，エ・Ji:視場であることから不11J能であったが，検出された部分

をもとにして復J_t;l推定した場合， i直径約smの円形フ゜ランを有するものと考えられ， およそ

15. 7 m2の広さをもつものであったことが推定される。北半分は東側断而で検出した北辺より

住居内に向かっている幅約 25m の溝状追構によって切断されているが，この溝状追構はその

底部より出土した須恵附から古附時代後期すなわち 6W-紀後半のものと考えられる。訓:t'tl附始

当時：，この竪穴住屈跡付近には，プルドーザーによって掘削された古瑣主体部に適応するよう

な閃緑岩や花l蘭岩が乱雑に放置されていたが，この場所に古瑣が存在していたという明確な資

料は得られず，また古瑣II炸代後期に屈する住屈跡などの具体的な追構も検出することができな

かった。従ってこの竪穴住屈跡を東西に切断している溝状追構の性格については不明である。

検出した竪穴住屈跡の床而からは 2カ所の柱穴を見つけることができた。第 1号柱穴は南岐

から約 1.3 mの内側にあり， 二段の落ち込みをもつものである。床1fri上部でのII径は 62cm 

をはかり，叶I段でのu径は 36cmの不整円形で，底部の最狭部の径は 24cmをはかる。深さは

約59cmをはかり，比絞的大きいもので，底部においては平坦ではなく U字状になっており，

柱の安定のために桐えたと苔えられる長さ 20cm,幅 10cm, /'}さ約 20cmの石を伴出した。

第2号柱穴は南咲よりわずか 15cmの内側にあり，桁円形の掘り l」をもつI]径40cm,底径

20cm, 深さ 42cmをはかるものであるが，掘り「l上部より底部までは第 1号柱穴よりもかな

りの傾斜をもって掘られていることがわかる。底部からはオ"r'~Iこの弥生式土沿片が出土したが，

据え石の存在．は忍められなかった。第 1号柱穴の掘り l」が西側がほぼ同じ傾斜で底部まて掘ら

れているのに対して，第 2号柱穴の掘り l」は巾心部）'j[{ijに対して 28° の傾斜をもって掘られて

いることがわかる。この点については，本住J;c;-跡からは 2カ所の柱穴しか検出しておらず，ま

た桂根などの確定的な資料も得ていないため，早急に結論を出すことは危険であるが，杜：がt11

心方向に対して傾いた恰好で立てられていたことを推定することのできる')'¥:例であろう。さら

にこの第 1号一第 2号両柱穴について共通し

程度の石が置かれていることである。

ることは，床1/riの掘り[_[において約 17cm 

床rfiiは南壁から約 90cmのあたりから内側に 15cmほど低くなっており，中央部より前心の

溝状追構にかけてかなりの削平を受けている。この床面をi青掃することによって，ほぼ中央部

から多数の弥生時代後期（畿内第5様式前半）の土竹料が出土したが， その一つ鉢籾土器は，南隈

より約32cm内側で底部を上にした状態で出土し，また竹j且憶下において，同じく底部を上にし

た状態で小形鉢咽土附が出土したつなお床而上には多くのこぶし大から人叫）g以上の石が出土
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したが，その中の一つ第 1号柱穴から約30cm東北にはなれたところで発見た 30cmkの石は

花岡岩で，表面がいちじるしく焼けただれており，火の使川を物語る確定的な例であるため，

炉跡の存在を考えたが，炉跡であるという具体的な資料は得ることができなかった。また本住

屈跡に伴う周溝についても，存在が認められなかった。

2 B地点の遺構

A地点同様，ブルドーザーによって削りとられた道路血上に黒色土陪が検出され，弥生式土

堺の散乱が認められたため， A地、点の調査終了後継続して調査．を行なった。 A地点と同じくエ

作の関係上全血発掘を行なうことができなかったのは残念である。

B地点のI晋位は第4図の通りである。

第 1間は現在の表土屈であり，この土屈0)」：.1/1i において椋似~83cm をはかる。 A地点と同じ

黒褐色土I習であり，屈さ 10cmから最大80cmまでかなりの烙異がある。

第2I晋は暗貨褐色土I曽であり，第 1/晋と同様そのIばさにはかなりの幅がある。全体的にきめ

の粗い］だiで追跡全体に堆砧している。

第3I晋は黄褐色土］晋でかなりの礫を包合しており，追跡以外の場所においてはこの屈は忍め

られない。

第4I図は暗貨褐色土罰で第 3/:ilの必褐色土料と同じく全体的に礫を包合しており，部分的に

存在する罰である。

第 5 陪• 第 6I晋は黄褐色土］付で，第 3屈の黄褐色上屈とほとんど）店異を認めることができな

いが，わずかにこのI仔iに合まれる碗が大きいということができる。

第 7I晋は黒色土屈で，後述する第 8/(りの黒色土屈と表而的にはほとんど同じであるが，追物

を包合していない。

第4図 B地点土層断面図

゜
ー 2m 
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第 8崩は黒色土屈であり，追物包合I図である。この第8層より出土する追物はすべて畿内第

5様式の弥生式土堺片である。

第9屈は黄褐色土）晋（地山）である。 このI曽はA地点同様少なからず砂利を含んでいるが，

異なる点としては少し粘石力をもっている点である。

第 2号住居跡

調査によって，この地点においても 1品の竪穴住居跡を検出したが，この竪穴住居跡に伴う

第8J晋黒色追物包合）晋が第7J晋の黒色土）曽，第6陪の黄褐色土）晋によって切断され，断面にお

いて見る限りでは，南側ではこの状態が確認されないため第 7 陪• 第 6J晋の時期においてかな

りの破壊を受けたものと苔えられる。 j'/'.地から考えて， 1.l1i側にかなり傾斜する位置につくられ

た竪穴住届跡であるため，東西の掘り込みには少なからず翡低光を生じているものと思われる

が，ブルドーザーによって掘削されており，その.iE確な数値は不明である。東側の断而で見た

場合，この竪穴住届跡は約 7度の傾斜をもって掘られていることがわかる。床面は似iい部分で

現表土から約 2.2m,低い部分で約2.5mであり，その.ti月は約30cmである。

平廿iiは北壁の腕曲状態から想定して， A地点の第 1号住屈跡と異なり，隅丸方形状のプラン

を有し，一辺 5mの竪穴住屈跡と られる。しかし北岐の部分をのこしてほとんど削平され

ているため，規松・ lfii柏については不明である。

第3図に見られる通り，北隈の掘り形｝げより約 2m怜iにおいて床1£1iは約 10cmの落ち込みと

なり，闊低凡：：を生じている。北側の似iい床1(1iの黄色土屈にくらべてこの低しヽ部分はわずかに異

なり，茶色を混えた黄色土］晋である。

この住屈跡では叶6カ所のピットを検出した。第 1ピットは，東側断而に接してその半分を

確忍したが，復/J;i推定した場合不整の円形で， [I径約 35cm,底径 28cm,深さは平均して約

30cmをはかるもので，底部においては北より竹jへ9-10 cmの傾斜があるがほとんど垂H間に

掘られている。第 2ピットは不整の力今形状ピットで， I]径は 15-23cm,底径13cmから 16cm

をはかり，深さは約 14cmほどの比校的iしいものである。第 3ビットは[I径23cmから 29cm

の不整な）j形状ピットで，底部は 2分されており， 比校的氏い部分で深さ 9cm, 深い部分で

11 cmであり， ピットというよりも抄；鉢形の落ち込みである。深い部分の底部において， 2伽l

の10cm大の石を検出した。第 4ピットはl」径29cmから 35cmをはかる不整桁円形をなし，

底径は 17cmから広いところで 27cmをはかり， JJ11Iり1」において長さ 20cm,幅 10cm大の

石を検出した。深さは 26cmをはかる。第 5ピットはLI径26cmをはかり，底径14cmのかな

りの傾斜をもっており，深さは 21cmで，底部には長さ 9cm,幅6cm大の石を検出したC 第

6ヒ°ットは本住居跡のもっとも南に位置し，口径22cm,底径約23cmをはかり，ほとんど垂

直に掘られているが，わずかに袋状をなしており，深さは 36cmと本住居跡では最深のヒ° ット

である。

以上，本住@・跡においては 6fl,';Iのピットを検出したが，柱穴の相互I対係は，使J廿目的や適合
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状態から見て，第 1ピットと第 2ピットさらに第 6ピットが，柱穴としての使川目的を達成し

得るものと考えられる。第 1• 第3• 第4• 第 5の各ヒ° ットには，掘り口においてA地点の柱

穴と同様，大きさはかならずしも同じではないがそれぞれ石がおかれていた。北墜の下には，

A地点の第 1号住居跡では認められなかった周溝の存在を確謎することができた。幅は最狭部

で5cm,最広部で 20cmをはかり，第 3ピットは北側においては北壁に対して約 60cmの落

ち込みとなっている。深さは東西においてわずかではあるが高低恢をもっているが，平均して

5cmほどのごく汲い小溝である。

本住居跡においても炉跡を確認することができなかったが，床血からは多数の弥生時代後期

（畿内第5様式）の土沿片が出土した。また長さ 10cmのサヌカイト製石柏が伽削された黒色追

物包合／曽より採集されている。さらに住屈跡J和lriより砂岩製の砥石が出土したことは，本住届

跡において鉄製利沿が使川されていたことを衷付けるものとして此重な資料である。

一
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- 9 

0 
0 5 cm ...__.___.__一
第6図石槍 (B地点採集）



IV 出土遺物

今回の調壺によって本追跡から出土した追物としては， A・B両地点の住居跡において出土

した弥生式土堺，およびA地点の住届跡を切断している溝状追構において検出した若干の須息

僻がある。また少箪ではあるが，表面採集によって歴史時代の追物を得ることができた。これ

らについて若干の解説を試みる。

1 弥生式土器

本逍跡のA•B両地点，すなわち第 1 号• 第2号の住居跡から検出した弥生式土堺はほとん

ど同時期のものであり，年代的必異は謎められない。従って両地点の土器は合わせて器種別に

配列した。図巾の (A)(B)はそれぞれA地点;_, B地点の追物， CA')CB')は両地点住屈跡内の出

土追物である。

1)面型土堺A

球形あるいはイチジク形の胴に漏斗状に広がる日縁をもつ土堺である。 u縁端面が無文のも
O) (5 - 7), I川線文を施こすもの (4), r川線文を施こし竹竹文をつけた円形浮文をかざるもの

(1), 竹竹文のみを施こすもの(3)がある。 4はl二l縁」・.1fliにヘラ磨きを施こしている。店怜合の口縁

かも知れない 9• 10はこれらの壷型土僻の底部である。

2)他型土堺B

8 は [I径 22cm の [1lI立する l」縁をもつ土堺である。頸部に軟弱な櫛オ,~i直線文と波状文を施こ

している。またLI縁ド部に突恐らしいものがあるが，全固を囲紋している形跡はない。頚部に

櫛描文を施こしていないが，ほぼ同寸の長頚並が1JLjノ辻追跡E地、点から出土している。第 5様

式の時期に作られた長大な頚をもつ並型土器の一例である。

3)、，飯型土堺C

短かい［直l」に近い頚部をもつi:':iJIJ.上堺である。輪積みのあと，手づくねのあとが見られる粗

製の土附である。

4)甕型土閤

「く」の字状の LI縁をなし，胴部径が l」縁部径より大きくなる。 14• 15はI]縁部、卜・,Iiiにヘラ

先刺突文がみられる。 16はl」縁端が丸味をもち， 17は二重LI縁になっている。

5) 金本打1二上苔怜

18は完形の鉢型土器である。内外面ともヘラ磨きによる丁寧な作りをなし，内窒する口縁を

二重につけている。 19は「く」の字形の口縁をもつ鉢型土器で，内面に稜がある。 20は同種の

鉢型土閤にn形の把手をつけている。 21-28は鉢型土堺の底部である。手づくねのあとの見ら
れる粗製の作りで，この時期の底部の作りをよくあらわしているっ
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6)高杯型土翡怜

29• 30は浅い杯に立ち上って外反する口縁部をつけた高杯型土器である。 31-36は円錐上に

広がる高杯形土僻の脚部である。小円孔を穿っているものが多い3 脚部の裾の広がりの大きい

ものと小さいものがある。 33は腿1部に沈線文を施している。 37は柱状の脚部に平たい裾をも

ち，その端に刺突による小孔を穿っている。

7)その他

38は柱状の底部をもつ土恭である。もとの堺形はよくわからないが，底部のまわりに煤がい

ちじるしく付着しているので，煮炊きに使用した容堺であったと考えられる。

2 須恵器その他の土器

1)須應附

蓋杯の蓋が 2個，身が 1個，高杯の脚部 1個を図示したが，このほか破片が若干ある。これ

らの須恵器はA地点の発見当初における表面採集で， A地点第 1号住居跡を切断している古墳

時代の溝状追溝から出土したものである。いずれも 6/JI:紀後半に属するものと考えられる。

2)瓦堺

小型の瓦製の灯明皿である。平安• 鎌倉時代に年代づけられるもので， このほか土釜片• す

り鉢片等があり，同時期の追物であり，六万寺跡I斐l係の追物と杓えられる。

3 その他の遺物

第6図はサヌカイト製の打製石柏で長さ 10cmをはかる。 B地点の住居跡外で表血採集した

ものである。付近に弥生第 5様式以外の追物包含層がないからこの時期のものであることは間

迩いない。

第5図は粘板岩製の砥石であり，長さ 15cmをはかる。 B地点第2号住屈跡出

ここに，記述した弥生式土沿は， A・B両地点の竪穴式住居跡から出土したもので， この付近

に他の時期と見られる弥生時代の追物包含層は存在しておらず，純粋な一括土器として重要な

資料である 3

A•B両地点の距離は約 zoom であり，谷一つを屈廿てた山ろく斜1[1iの鞍部に灯．地しているの

両地点間の土料の上には年代匁はみとめられず，上質は軟質で茶褐色の焼上りを見せている。

本追跡の北）j約 3kmに東大阪巾東山l町，弥生町には西ノ辻追跡が存在している。この性iノ

辻追跡の土器とは土質を異にしているが，小林行雄博I:が西ノ辻追跡出土の土甘枠を査料として

まとめられたN地点式ー I地点式ーE地点式ーD地点式の編年中の弥生時 5様式の前半に当た

るI地、点式 ・E地点式の形式に限られる。文様が少なく， 粗製の作りで， 叩目仕上げの少な

い，いわゆる西ノ辻式の土器である。

本造跡のA・B両地点は，二つの竪穴式住居跡のほか重複する追跡もなく，包含層の範囲も

狭いので，短期間の一II廿的な高地性住居であったと考えられる：
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V まとめ

生駒什け麟iろくの椋高somを有する本地点に，弥生時代後期の竪穴住）；片跡ないし集落跡が立

地しているということについては，今I川の闊牡着手までまった＜予想されていなかった。わず

かに本追跡の南東約50mに位置する往生院の燒内で， JI什和13年に口径14.5cm, 底径5.2cm,

さ 9cmをはかる畿内第 5様式の鉢刑土沿と，そのさらに東）j往．生院富苑の敷地で岩干の上

堺破片が出土していることは知られていたが，追構の仔在は不明であった。

今[111の調代によって 211lの竪穴住屈跡を検出したこと，弥生式」：沿をはじめとする追物が出

土したこと等によって， これらの両地凡しを結ぶl'ii北250111, 東西 50111にわたる範l川に追跡が

存在していることがわかり， 多くて竪穴住屈跡すなわち集落跡の埋存している!rJ能t生が大き

い。このことは，河内地方とくに生駒 111地~Lj ろく地域における弥生時代の社会的動向の推移，

あるいは大阪湾沿岸地域における似仕應性集然の一例である点において員重な資料を提供するも

のと苔えられる。しかし今J11Jの晶査は， !'I動中．道の建設に伴うものであり，謁牡区域も予想さ

れる本追跡のごく一部分に過ぎず，リ尋各の全体的規構や， ),',j 溝• 悩域((りのff在，あるいはこう

した追跡の状態から苔えることのできる集落の政治的背屎や立地・機能の間迎など，多くの学

間的諜題がのこされている。その解叫は今後における資料・O)検村，さらに広範I川にわたる糾織

的な発伽i/J,',Jftにまつこととし，謁di'l:で得ることのできた本追跡の概災を心すにとどめた。
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500 

66 山畑古墳群

67 山畑遺跡 （弥生）

68 馬ハギ塚古墳

69 成山古墳

70 瓢焙山古墳

72 縄手遺跡 （縄文～古墳）

73 鉢伏古墳

74 経塚古墳

76 :Ii: 里山古墳群

77 高塚古墳

78 二本松古墳

80 岩滝山遺跡

81 半常遺跡 （弥生～古墳）

82 幸殿迫跡 （弥生～古墳）

88 大賀批古墳

89 馬場川遺跡 （縄文～弥生）

＜数字は東大阪市追跡番号を示す。＞
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